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『抄録』
「抄録を書く前に読んでいただく注意点」を参照の事．
I．はじめに

低出力超音波骨折治療（LIPUS）が骨癒合促進に作用することは周知の事実であるが1)，○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○　　　　　　

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
著者らは○○○○いる2)．○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○　　　　　　　　　　　　　　

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○3) 4)．
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○　　　　　　　　　　　　　　

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○5) ~ 8)．
II.対象と方法
1989年から2014年までに治療した骨折は149例であった．男性が138例，女性が11例で，受傷時年齢は14歳から75歳で平均26.8歳であった（表1）．

1.手術手技○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○　　　　　　　　　　　　　　

○○○○○○
2.後療法○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
III.結　果

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○.　　　　　　　　　　　

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

Ⅳ.症例供覧
症例X：22歳，男性．○○で捻って受傷した．近医に受診したが捻挫との診断で外用剤のみ処方された．4か月しても痛いので当科を受診したところ骨折が判明した．X線検査で骨折を認めた（図1-a）．CT検査においても，骨折が認められた（図1-b, c）．
Ⅴ.考　察

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○～～～　　　　　　　　　　　　　　

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○～～～　　　　　　　　　　　　　　

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．

Ⅵ.結　論
○○○○○○○○○○○～～～　　　　　　　　　　　　　　

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○．
＊結論は今回の研究から導きだされた客観的な事実を書く．

自分の考え（考察）を書くところではない．
＊利益相反がある場合はこちらに詳細を書く．
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＊10編以内で引用順
図の説明（例）
図1．　22歳，男性 
a：術前のX線写真
遷延治癒骨折である．
b：術前のCT写真
転位のない骨折が認められる．
図2．　術後5週目の写真
a：X線写真

骨移植は行っていない．

b：CT写真

骨癒合が確認できる．
表1．超音波治療が著効した症例
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＊表１つは小さい表で200字相当
表題は，ここに書き込むこと
図1　
a

       b                   c
　　　　　d
　　               
　


＊組み写真は，おおむね4枚組で400字相当

6枚組で800字，２ページ相当
＊抄録を除くすべてで，5,000字以内
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